
議案の表決結果

日本共産党提出「医師不足打開と地域医療を守ることに政府が責任を持つことを求
める意見書」全会一致で可決

◎＝提出、○＝賛成、△＝一部賛成、×＝反対

議　案　項　目
日　本
共産党

まちだ
新世紀

公明党 自民 表決

07年度一般会計予算（市長提案） × ○ ○ ○ 可決

07年度一般会計予算修正案（日本共産党提案） ◎ × × × 否決

乳幼児医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 ◎ × × × 否決

医師不足の打開と地域医療を守ることに政府が責任を持つことを求め
る意見書

◎ ◎ ○ ○ 可決

憲法９条改悪に反対し、「改憲手続き法案」の廃案を求める意見書 ◎ × × × 否決

生活保護の改悪をやめ生存権を保障するにふさわしい制度への拡充を
求める意見書

◎ × × × 否決

貧困と格差を拡大する政府予算の組み替えを求める意見書 ◎ × × × 否決

町田児童相談所早期設置を求める意見書 ◎ ◎ ◎ ◎ 可決

養育家庭制度に対する支援を求める決議 ○ ○ ○ ○ 可決

視覚障がい者などに対する福祉サービスに関する請願 ○ △ × × 不採択

子どもマスタープランの《親が働くことを支える》実現のために町田
市がさらに努力することを求める請願

○ ○ ○ ○ 採択
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と
の
む
ら
健
一

新
庁
舎
よ
り
も
学
校
耐
震
補
強
工
事
を

 

部
長　

「
２
０
１
０
年
度
に
は
完
成
さ
せ
る
」

　

新
庁
舎
建
設
よ
り

も
市
民
生
活
優
先
の

市
政
に
と
の
質
問
に
、

岩
崎
助
役
が
答
弁
し
、

新
庁
舎
計
画
は
中
止

す
る
考
え
が
な
い
こ
と
を
改
め
て
示
し
ま
し

た
。
小
中
学
校
の
耐
震
補
強
工
事
の
早
期
完

成
を
求
め
た
質
問
に
、
教
育
部
長
は
、
「
２

０
１
０
年
度
に
は
完
成
さ
せ
る
」
と
。
小
学

校
給
食
の
民
間
委
託
は
「
視
野
に
入
れ
る
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

供
述
調
書
を
も
と
に
政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ

ー
事
件
へ
の
石
阪
市
長
の
積
極
的
関
与
を
追

求
し
た
質
問
に
、
市
長
は
、
「
臨
時
議
会
の

と
お
り
」
と
答
弁
を
拒
否
し
続
け
ま
し
た
。

（
七
九
三
）五
四
五
八

今年、耐震補強工事が行われる南成瀬小学校

た
か
し
ま
均

高
齢
者
の
障
害
者
認
定
３
０
０
人
が
申
請

 

部
長　

「
さ
ら
に
Ｐ
Ｒ
い
っ
そ
う
の
努
力
を
」

　

た
か
し
ま
均
市
議

は
「
要
介
護
１
以
上

の
高
齢
者
が
障
害
者

控
除
の
対
象
に
な
る
」

と
１２
月
議
会
に
続
い

て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
広
報
ま
ち
だ

で
市
民
税
特
集
号
が
組
ま
れ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
掲
載
さ
れ
、
共
産
党
市
議
団
も
議
員

団
ニ
ュ
ー
ス
で
市
民
に
知
ら
せ
た
結
果
、
昨

年
２２
件
の
申
請
が
今
年
は
３
０
０
件
を
超
え

る
申
請
と
な
り
ま
し
た
。
担
当
部
長
は
「
さ

ら
に
い
っ
そ
う
の
努
力
を
す
る
」
と
市
民
周

知
へ
の
Ｐ
Ｒ
を
約
束
し
ま
し
た
。
併
せ
て
分

譲
マ
ン
シ
ョ
ン
の
耐
震
診
断
助
成
と
工
事
助

成
制
度
の
創
設
を
求
め
ま
し
た
が
「
研
究
す

る
」
と
の
回
答
に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

（
七
三
四
）一
一
一
六

障がい者控除認定書

佐
々
木
と
も
子

基
本
健
診
の
無
料
化
を
存
続
す
べ
き

 

部
長　
「
費
用
一
部
負
担
導
入
を
検
討
し
た
い
」

　

佐
々
木
と
も
子
市

議
は
、
災
害
時
に
避

難
所
と
な
る
学
校
等

の
耐
震
化
促
進
を
求

め
ま
し
た
。
部
長
は

「
２
０
１
０
年
度
ま
で
に
、
廃
校
５
ヶ
所
を

除
く
６２
ヶ
所
の
耐
震
補
強
は
完
了
す
る
予
定
。

都
立
高
校
７
校
も
避
難
所
指
定
を
検
討
し
た

い
」
と
答
弁
。

　

基
本
健
康
診
査
の
無
料
化
存
続
を
求
め
た

質
問
に
は
、
「
非
常
に
重
要
な
市
の
事
業
だ

が
、
費
用
の
一
部
負
担
導
入
は
、
平
成
２０
年

度
の
医
療
制
度
改
革
と
三
多
摩
各
市
の
動
向

を
見
つ
つ
検
討
し
た
い
」
と
、
有
料
化
も
視

野
に
入
れ
た
担
当
部
長
か
ら
の
答
弁
で
し
た
。

（
七
九
三
）四
一
三
七

廃校の校庭で実施された初期消火訓練

佐
藤
よ
う
子

出
産
・
子
育
て
支
援
、若
者
の
就
業
支
援
、

介
護
保
険
制
度
の
充
実
を
求
め
て

 

部
長　

労
働
基
準
法
の
あ
ら
ま
し
を
支
所
に
置
く

　

佐
藤
よ
う
子
市
議
は

安
心
し
て
子
ど
も
を
産

み
育
て
ら
れ
る
施
策
の

充
実
を
求
め
、
出
産
手

当
創
設
や
幼
稚
園
保
護

者
補
助
制
度
増
額
が
必
要
と
迫
り
ま
し
た
が
、

幼
稚
園
保
護
者
補
助
は
当
面
考
え
て
い
な
い

と
担
当
部
長
が
答
弁
。
乳
幼
児
医
療
費
助
成

の
所
得
制
限
撤
廃
に
つ
い
て
も
当
面
考
え
て

い
な
い
と
の
答
弁
に
終
始
し
ま
し
た
。
若
者

の
就
業
支
援
を
と
の
質
問
に
は
「
労
基
法
の

あ
ら
ま
し
」
と
い
う
冊
子
を
支
所
に
置
く
と

部
長
が
答
弁
。
利
用
者
の
実
態
を
見
た
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
の
質
問
に
は
、
最
も
適
し
た
サ

ー
ビ
ス
が
行
わ
れ
て
い
る
と
答
弁
が
あ
り
ま

し
た
。

（
七
九
七
）五
九
四
八

全国青年雇用集会（5.20明治公園）

（
七
九
六
）八
一
六
三

細
野
り
ゅ
う
子

子
ど
も
や
高
齢
者
の
国
保
証
と
り
あ
げ
は

中
止
す
る
べ
き

 

部
長　

「
子
ど
も
に
つ
い
て
は
課
題
」

　

細
野
り
ゅ
う
子
市

議
は
、
自
立
支
援
法

の
下
で
負
担
増
に
苦

し
む
障
が
い
者
の
車

い
す
な
ど
補
装
具
の

自
己
負
担
分
の
補
助
と
、
就
学
前
通
園
施
設

「
す
み
れ
教
室
」
の
充
実
を
求
め
ま
し
た
が
、

「
１
割
負
担
し
て
頂
く
」「
す
み
れ
教
室
は
さ

ら
に
充
実
さ
せ
た
い
」
と
担
当
部
長
が
答
弁

し
ま
し
た
。
ま
た
、
国
保
証
取
り
上
げ
を
や

め
る
よ
う
求
め
、
「
困
窮
な
ど
に
よ
る
解
除

な
ど
改
善
し
て
い
る
が
、
さ
ら
に
相
談
窓
口

を
土
日
や
時
間
外
に
実
施
し
た
い
。
子
ど
も

の
資
格
証
発
行
は
課
題
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

すみれ教室と初代やまゆり号

日
本
共
産
党
の
一
般
質
問

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
事
件
の
真
相
は
？

政
治
資
金
パ
ー
テ
ィ
ー
事
件
の
真
相
は
？

　

退
職
後
間
も
な
い
平
成
１７
年
10
月
19

日
の
午
後
、
石
阪
丈
一
氏
は
、
横
浜
市

役
所
で
中
田
横
浜
市
長
と
面
会
し
た
後
、

北
薗
前
市
長
室
長
と
政
治
資
金
パ
ー
テ

ィ
ー
（
同
年
11
月
29
日
）
の
打
ち
合
わ

せ
を
し
ま
し
た
。

　

「
副
市
長
も
入
れ
て
く
れ
た
ら
あ
り

が
た
い
な
」
。
石
阪
氏
は
こ
う
述
べ
、

北
薗
氏
が
示
し
た
呼
び
か
け
人
案
（
石

坂
氏
と
同
格
の
局
区
長
ク
ラ
ス
）
に
異

論
を
唱
え
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
格

上
の
副
市
長
３
人
と
市
民
局
長
、
中
区

長
を
新
た
に
呼
び
か
け
人
に
し
ま
し
た
。

北
薗
氏
が
供
述
調
書
で
述
べ
て
い
ま
す
。

石
阪
市
長
は
パ
ー
テ
ィ
ー
の
企
画
段
階

か
ら
積
極
的
に
関
与
し
て
い
た
の
で
あ

り
、
「
横
浜
市
側
が
主
導
」
と
の
主
張

は
ウ
ソ
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
事
実
は
捻
じ
曲
げ
て
も

メ
ー
ル
は
真
実
を
も
の
語
る

　

12
月
議
会
の
殿
村
市
議
の
質
問
で
明

ら
か
に
な
っ
た
石
阪
市
長
の
シ
ス
テ
ム

手
帳
改
ざ
ん
に
つ
い
て
、
市
長
は
、
そ

の
後
、
改
ざ
ん
は
認
め
な
が
ら
も
、
あ

れ
は
「
長
女

の
日
程
」
だ

っ
た
と
事
実

を
捻
じ
曲
げ

る
発
言
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
行

す
る
自
分
の
予
定
を
書
い
た
手
帳
を
警

察
に
見
ら
れ
る
と
、
弁
明
書
と
の
食
い

違
い
が
ば
れ
る
の
を
恐
れ
、
改
ざ
ん
し
、

証
拠
隠
滅
を
図
っ
た
こ
と
は
、
市
長
自

身
の
供
述
調
書
で
明
白
で
す
。

　

ま
た
、
平
成
17
年
11
月
15
日
、
長
女

か
ら
北
薗
氏
に
あ
て
た
メ
ー
ル
に
は
、

「
当
日
は
本
人
も
同
行
さ
せ
て
い
た
だ

く
予
定
で
す
」
と
書
か
れ
て
い
て
、
証

拠
は
動
か
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
市

長
職
に
し
が
み
つ
く
た
め
に
事
実
を
捻

じ
曲
げ
真
相
を
隠
す
こ
と
は
許
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

石
阪
市
長
は
、
パ
ー
テ
ィ
ー
成
功
の

電
話
作
戦
の
担
い
手
と
し
て
、
か
つ
て

の
ポ
ス
ト
に
関
連
し
た
「
６
名
の
キ
ー

パ
ー
ソ
ン
」
を
、
平
成
17
年
11
月
18
日

の
長
女
名
の
メ
ー
ル
で
推
薦
し
て
い
ま

す
。
事
件
へ
の
重
大
な
関
与
で
は
と
い

う
質
問
に
、
市
長
は
一
切
答
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

企
画
段
階
か
ら
石
阪
氏
は
積
極
的
関
与

「
副
市
長
を
呼
び
か
け
人
に
し
て
ほ
し
い
」

「
副
市
長
を
呼
び
か
け
人
に
し
て
ほ
し
い
」

日本共
産党日本共
産党

3月議会
で

一般質問
3月議会

で

一般質問
3月議会

で

一般質問
「労基法のあらまし」を支所等に置くことを約束
介護保険要介護1以上、300人が障害者控除認定受ける
子どもの国保証とりあげは中止すべき

「労基法のあらまし」を支所等に置くことを約束
介護保険要介護1以上、300人が障害者控除認定受ける
子どもの国保証とりあげは中止すべき

日 本 共 産 党 町 田 市 議 団 ニ ュ ー ス2007年５・６月 （2）（3）


